
バングラデシュ

　「
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
新
芽
に
、
ア
リ
が
群
が
っ

て
い
る
の
だ
け
ど
…
」

　「
携
帯
で
写
真
を
撮
っ
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
」

　
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
く
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

加
害
害
虫
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
に
一
気
に
映
し
出
さ
れ
た
。

　「
こ
れ
は
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
で
す
ね
。
新
芽
が

か
じ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ウ
コ
ン
の
粉
を

ま
く
と
い
い
で
す
よ
」

　
こ
こ
は
、
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
と
し
て
知
ら

れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
村
。
小
さ
な
机

に
置
か
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
前
に
、
農
民
た
ち

が
野
菜
の
栽
培
状
況
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。

　
農
民
と
パ
ソ
コ
ン
―
。〝
貧
し
さ
〞
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
こ
の
国
で
、
異
色
の
組
み
合
わ

せ
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
近

で
は
、
電
気
が
通
っ
て
い
な
い
田
舎
で
も
、

携
帯
電
話
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
10
数
年
、
同
国
で
急
速
に
普

及
し
て
い
る
の
が
「
テ
レ
セ
ン
タ
ー
」
だ
。

冒
頭
の
や
り
取
り
も
、
テ
レ
セ
ン
タ
ー
で
の

一
コ
マ
。〝
セ
ン
タ
ー
〞
と
い
う
と
仰
々
し
く

聞
こ
え
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯
電
話
な
ど
が
置
か
れ

た
簡
素
な
小
屋
。
１
９
９
９
年
以
降
、
マ
イ

ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
成
功
で
知
ら
れ
る
グ
ラ

ミ
ン
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
企
業
、
グ
ラ
ミ
ン
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
仕
掛
け
人
と
な

っ
て
普
及
が
進
み
、
そ
の
数
は
全
国
２
０
０

０
カ
所
以
上
に
も
及
ぶ
。

　
そ
れ
ま
で
一
人
一
台
、Ｂ
Ｏ
Ｐ（Base of 

Pyram
id

）
層
※
が
パ
ソ
コ
ン
を
持
つ
の
は

不
可
能
に
近
か
っ
た
。
テ
レ
セ
ン
タ
ー
は
、

い
わ
ゆ
る
村
の
〝
情
報
キ
オ
ス
ク
〞。
足
を
運

べ
ば
、
彼
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
当
然
、
そ
れ
だ
け
で
は
貧
困
解
決

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
テ
レ
セ
ン
タ
ー
は
、

農
民
た
ち
の
生
計
向
上
に
有
用
な
情
報
を
提

供
す
る
場
で
あ
る
べ
き
―
。
い
つ
し
か
、
そ

ん
な
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　
そ
こ
で
支
援
に
乗
り
出
し
た
の
が
、
国
立

大
学
法
人
九
州
大
学
。
貧
困
削
減
の
手
段

と
し
て
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：Inform

a-
tion and Com

m
unication Technology

）

に
い
ち
早
く
着
目
し
、
２
０
０
７
年
に
グ
ラ

ミ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
。
２
０
１
０
年
６
月
か
ら
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
、

同
大
学
大
学
院
の
熱
帯
農
学
研
究
セ
ン
タ
ー

と
シ
ス
テ
ム
情
報
研
究
院
が
協
働
で
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
農
民
所
得
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

出
身
の
ア
シ
ル
・
ア
ハ
メ
ッ
ド
准
教
授
を
は
じ

め
、
大
学
内
の
最
強
メ
ン
バ
ー
が
集
結
し
た
。

　
農
業
を
生
活
の
糧
と
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
人
に
と
っ
て
、
買
い
手
の
ニ
ー
ズ
が
分
か

ら
な
い
の
は
深
刻
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
グ
ラ
ミ
ン
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
ボ
ン
ガ
バ
ン
ド
ウ
農

業
大
学
、
地
元
の
Ｉ
Ｔ
企
業
Ｗ
ｉ
ｎ
と
協
働

で
、
カ
パ
シ
ア
、
エ
ク
ラ
ス
プ
ー
ル
の
２
つ

の
農
村
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
主
な
活
動
の
一
つ
が
、
化
学
肥
料
や

農
薬
を
で
き
る
だ
け
使
用
し
な
い
「
セ
ミ
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
野
菜
の
栽
培
の
普
及
だ
。
宮

島
郁
夫
准
教
授
に
よ
る
首
都
ダ
ッ
カ
の
流
通

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
が
、
有
機
野
菜
の
需
要
の
高
さ
。
こ
の
ニ

ー
ズ
に
目
を
付
け
、
農
民
た
ち
が
現
金
収
入

を
実
感
で
き
る
よ
う
、
モ
デ
ル
農
家
を
対
象

に
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
を
支
援
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
連
の
過
程
で
、
重
要
な
役
割
を
果

た
す
の
が
テ
レ
セ
ン
タ
ー
だ
。「
テ
レ
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
て
、
生
産
・
販
売
活
動
に
有
用
な

情
報
を
農
民
に
伝
え
て
い
く
基
盤
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
熱
帯
農
学
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
緒
方
一
夫
教
授
。
テ
レ
セ

ン
タ
ー
に
は
有
機
栽
培
に
精
通
す
る
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
を
配
置
。
直
接
来
訪
す
る
農
民
は
も

ち
ろ
ん
、
携
帯
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
る
。そ
し
て
、そ
の
質
問
の
内
容
や
解
決
法
、

有
機
栽
培
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
、
す

べ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。
農
民
た
ち
は
テ
レ

セ
ン
タ
ー
に
行
け
ば
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

有
機
栽
培
の
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
集
約

国立大学法人 九州大学
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

※
開
発
途
上
国
の
低
所
得
者
層
。世
界
の
約
40
億
人
が
属

す
る
と
い
わ
れ
る
が
、近
年
は
こ
の
層
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
対
象

と
見
な
す
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

有機栽培について、農民たちと討論するプロジェクトメンバー。適切な種子
や苗の入手方法、市場の動向を踏まえた出荷のタイミングなどを話し合う

農
村
で
携
帯
電
話

情
報
通
信
手
段
の
変
化

インターネットを通じて、世界と簡単につながることができる現代社会。
開発途上国でも、都市と地方の格差是正の手段として
情報通信技術（ICT）の活用が注目を浴びている。

国立大学法人九州大学は、アジアの最貧国バングラデシュの農村で
ICTを活用した農民の生計向上に取り組んでいる。

テレセンターを拠点に
農民の生計向上を

ほ
か
の
農
村
や
都
市
部
と
も
情
報
共
有
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
10
月
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
有
機
栽

培
は
、
少
し
ず
つ
、
村
に
変
化
を
生
み
出
し

て
い
る
。
１
月
に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
収
穫
。
農

民
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

首
都
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
富
裕

層
の
居
住
地
な
ど
の
販
路
開
拓
に
奔
走
し
た
。

収
穫
状
況
を
随
時
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ッ
プ

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
購
入
で
き

る
よ
う
に
も
し
た
。
農
業
省
や
情
報
科
学
省

の
大
臣
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
食
べ
て
き
た
野

菜
と
〝
一
味
違
う
〞
と
評
判
。
大
手
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
も
関
心
を
寄
せ
て
い

る
と
い
う
。

　
今
ま
さ
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
農
民
た
ち
が
、
新
し
い
挑
戦
に
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
。「
自
分
た
ち
の
工
夫
次

第
で
付
加
価
値
の
あ
る
農
作
物
が
生
産
で
き
、

生
計
向
上
が
実
現
で
き
る
と
認
識
し
て
ほ
し

い
」
と
緒
方
教
授
。「
特
に
若
い
世
代
に
は
、

技
術
や
知
識
を
携
え
た
人
も
多
く
、
皆
や
る

気
が
あ
り
ま
す
」
と
期
待
す
る
。

　
ま
だ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
て
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層

の
生
計
向
上
が
促
進
さ
れ
、
い
ず
れ
は
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
が
〝
ひ
し
形
〞
に
な
る
日
が
く
れ
ば
―
。

そ
ん
な
強
い
願
い
の
下
、
現
地
の
人
々
と
と

も
に
九
州
大
学
は
奮
闘
を
続
け
て
い
る
。

自分たちで栽培したセミオーガニックのキャベツ
やカリフラワーを出荷する農民。初めての成果を
前に自信がついてきたようだ

プロジェクトでは、稲のわらや生ごみを使ったたい
肥作りを指導。有機栽培の成功のカギとなる

テレセンターのインターネットに接続したパソコンを
前に、野菜栽培のコツや出荷状況について確認
する農民たち。豊富な情報ソースにアクセスできる
ようになり、農業の幅も広がっている

カパシアのテレセンター。小さな建物だが、
農民たちの大きな可能性のスタート地点だ

プロジェクトサイトの農民に害虫の
防ぎ方を指導する宮島准教授。「バ
ジルも一緒に植えると害虫が寄り付
きませんよ」とアドバイス

！？

ダッカ

カパシア

エクラスプール
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